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審議経過及び審議結果  

会  議  記  録  

 

高松市附属機関等の会議の公開及び委員の公募に関する指針の規定に  

より、次のとおり会議記録を公表します。  
 

会  議  名  令和６年度  高松市中小企業振興審議会  

開催日時  令和６年５月２２日 (水 )１５時３０分～１７時００分  

開催場所  ５０２会議室  

議     題  

（１）令和５年度における中小企業等支援施策につい

て  
（２）令和６年度における新たな中小企業等支援施策  

について  
（３）その他  

公開の区分     公開   □  一部公開   □  非公開  

上記理由   

出席委員  

大杉委員、山下委員、米田委員、阿部委員、岡委員、河井

委員、九十九委員、長井委員、林委員、増田委員、川原委

員、田井委員  

（出席委員１２人／欠席委員１人）  

傍  聴  者  ０人   （定員  ５人）  

担当課及び

連絡先  

産業振興課  産業支援・労政係  

839－ 2411 
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議題（１）  令和５年度における中小企業等支援施策について  

 

（事務局）  

配付資料をもとに説明  

 

（委員）  

 ＢＣＰ策定支援セミナーの開催について、非常に参加人数が寂しい状況

だと思う。２，３回目については、事業継続力強化計画であるが、これは

国でも「ジギョケイ」と言われており、これについては香川県中小企業家

同友会としても取り組んでいるところである。同友会でもセミナーを開催

しており、また案内させていただくので、その際に連携して取り組んでい

ければと思う。  

 貨物自動車運送事業者緊急支援事業について、ぜひ２０２４年問題につ

いても考えてもらいたい。この根本的なものは雇用が確保できない点と、

下請けの運賃が非常に低下してしまっている点であると思うので、こちら

についても対策をしていただきたい。そうすれば、市内の運送の安定が図

れるのではと思う。  

（委員）  

 中小企業融資策として市独自の補給制度があるのはいいが、以前四国財

務局との意見交換の場があり、そこでなるほどと思ったのが、融資を個人

保証なしで受けられる３要件を推奨している。しかし、その事実を知らな

い人が多い。銀行でも、こちらから言えば３要件に達しているので個人保

証いらないと言ってくれる状態である。これは、中小企業の事業承継のた

めに、大切である。この周知やそれができる企業づくりをどのように進め

ていくかの助言や支援を行っていく必要がある。  

 ＢＣＰについては、香川県中小企業家同友会として、ビジネスプランコ

ンテストに「災害時ココイコマップ」を作成し、提出した。企業が地域に

貢献できるような機能的なものを地域に発信していこうとするもので、ま

だ本格的な運動にはなっていないが、ＢＣＰに積極的に取り組むと、地域

に貢献し、役立つ企業作りができるはずである。地域防災に積極的に貢献

できる企業作りを考えているので、このような運動や取組を行っていきた

い。  

 創業支援については、金勘定については熱心だが、企業の経営理念や将

来ビジョンを考えていない経営者が多い。そのために、企業の経営理念や

方針を考えるために「経営指針を創る会」を展開し、小さな一流企業を作

っていこうと考えている。そのためには、公的な場よりも経営者同士で切

磋琢磨できる場を作ることが重要だと考えているので、そのような場を展

開できればいいと思う。  

   

議題（２）  令和６年度における新たな中小企業等支援施策について  

 

（事務局）   

配付資料をもとに説明  

 

（委員）  

１つ目に、中小企業振興策の現状分析と打開策を具体的に共に考えてい

きたい。ただ、年１回の会合で改善策等を考えていくのは難しい。関係委

員や行政を交えて懇親会を開催したい。ぜひ、年３回ぐらいするとコミュ

ニケーションも取れていけるのではないか。  

２つ目に、４月に人口戦略会議より「消滅自治体」や「ブラックホール

自治体」が話題となったが、以前香川県や香川大学の方と意見交換の場が
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あり、そこで、田舎の人がいきなり東京等に行くことは少なく、一旦県庁

所在地で生活して、都市部へ行くことが多いと話していた。香川県の人口

減少の歯止め役は高松市にあるということを念頭に置き、高松市の振興施

策を考えていかないといけないと気付かされた。  

３つ目に、人材確保と就業支援については、共育型インターンシップが

良いと思う。就労体験型ではなく、生徒が職場の現場にいって、どのよう

に顧客と接しているかを客観的に見る学びの場であるが、この取組は、地

元の取組を知るということが重要。これにより、多くの会社があることに

気づき、地元企業に就職しようと８割の方が考えるようになったとのアン

ケート結果がある。１８年間育った子どもが地元企業のことを知らずに地

域から去っていくことは問題。この問題に対する取組を高松市でも行って

いただきたい。  

４つ目に、引きこもりの人への支援を考えていかないといけない。これ

は福祉政策と考えられているが、産業政策として視点を変えながら取り組

む必要がある。香川県中小企業家同友会では、障がい者問題に取り組む多

様性委員会があるが、これは障がい者だけでなく、障がい者未満の方の就

労支援を考える場であるが、このような取組についても考えていかなけれ

ばならない。  

最後に、各課題に対する対策について、補助金によらず、自発的な取組

ができないかなと思う。需要開拓については、ファクトリーツーリズムを

重視している。これにものづくり企業が積極的に参加していくことで、自

分が働いている場所に一般のギャラリーが来て、加工しているところを初

めて見て、感動しているので、高松の活性化のための取組として重要であ

る。労働力不足については、若者の流出に歯止めをかけることが重要。社

会情勢等の変化への対応については、コンソーシアムを組んでも、設置期

間が短く、検討する間がないという声があり、これを本当に市内で実施で

きる取組があるのかを懸念している。  

（委員）  

 人材不足について、県外に大学へ行くとほとんど帰ってこないのが現

実。高校卒業時は地元に戻って働きたいと希望していたが、大学卒業の頃

には結局県外で就職する話はよく聞く。企業立地の推進として、ぜひ市内

に大企業を誘致していただいて、学生の流出をストップしてほしい。それ

に付随し、地元中小企業も潤うのではないかと思う。  

 引きこもりの方への就労支援について、学校にもクラスに引きこもりの

方がいらっしゃると聞いたことがあるし、精神科の先生が子どもより大人

になってから引きこもりになった方が次の就労が難しいと言っていた。ぜ

ひこの人たちも労働局に帰ってくれるような施策が充実すればいいと思

う。  

（委員）  

 補助金事業以外の能動的な活動に取り組んでいただきたい。１つ質問

で、今回の補助金の財源を教えていただきたい。  

（事務局）  

工芸品でファクトリーツーリズムを実施していこうと検討しているが、

一般の観光客を受け入れるのは、職人さんの仕事になるので、限定して実

施しようかと考えている。どうしても、財政的、人的リソースが必要とな

るので、皆様にはぜひ市が実施する事業を活用していただき、企業に繋げ

るという伴走型支援の形で取り組んでいきたい。また、このような事業を

市が行うと、活用できるというものがあればご意見いただきたい。  

質問については、先ほど紹介した新規事業については、全て一般財源で

ある。昨年度の紹介した事業で国の交付金を活用していたのが、「貨物自

動車運送事業者緊急支援事業」と「中小企業等省エネ化・コスト削減機器
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等導入事業補助金」である。中小企業等省エネ化・コスト削減機器等導入

事業補助金については、もう一度実施してほしいとの意見もあるが、なか

なか市の一般財源ではできない。活用できるのであれば国の交付金を活用

して実施し、できない場合は、課題等を考え、厳選した上で事業を実施し

たい。  

（委員）  

商店街等にぎわい促進支援事業について、今回の創業者を対象とするこ

とはいいことだと思う。今後この方が事業を行い、商店街が活性化すれば

良い効果になる。案として、サンポートが活性化しており、中央公園もリ

ニューアルが予定されている。丸亀町商店街、瓦町も頑張っており、この

あたりが一つの線、メインになっていくと非常に人が多くなり、賑わいが

でてくると思う。ただ、距離が比較的遠く、自転車の貸し出しはあるが、

中央通りとフェリー通りを巡回するバスがあればいいと思う。バスの運用

が難しければワンボックスカーでもいい。需要や曜日に応じて、増やすこ

とでサンポートから瓦町付近まで移動しやすくなり、気軽に行こうと思う

ようになる。また、中央公園はリニューアルが予定されているが、昔球場

だったと聞いている。今、中央公園に球場ができたら非常に大きな効果が

あると思うので、考えていただきたい。  

（委員）  

一番の今の課題は、中間管理職やリーダーが不足していることが問題だ

と思う。小学生の将来像にリーダーが含まれていない。そこへのアプロー

チが重要。企業が求める像と若い人のなりたい人物像のマッチングを進め

ていけば課題解決になるのでは。  

（委員）  

 今の子供は大人と接していない。会うのは親と学校の先生のみ。香川県

の高校卒業生で進学者が５ ,０００人ほどいるが、地元のことを知らないま

まネットで調べると、都会の状況を見てしまう。地元にあるおもしろい企

業を全く知らずにいる。  

また、就労体験型のインターンシップをしても、全てミスマッチでうま

くいかないとの声がある。企業へ行っても、社員に真剣に向き合ってもら

えないことが多い。一方で、共育型インターンシップは、経営者や従業員

から企業の概要や経営理念、働きがいなどを聞き取るなどして企業を深く

知ることができ、効果が大きい。学生に地元企業を知ってもらう場を設け

ることは、学校教育の施策でもあるが産業施策でもある。せっかく県外か

ら企業誘致しても、学生が認識していなければ意味がない。  

（委員）  

質問で、ワーキングホリデーで高松市に来ている外国人を把握していた

り、どのような人が来ているのか調べる方法はあるのか。高松市は瀬戸芸

など魅力的な観光があり、若者や外国人材を受け入れる大きな可能性を持

っている。先日、高松市に来ていた外国人がワーキングホリデーのビザが

切れるので、母国に帰ってしまったという話を聞き、オンラインで面接す

ると、非常に良い方で、高松市を気に入っていたので、観光の人材とし

て、当社で正社員として採用し、就労ビザで来てもらった。高松市が好き

で住みたいけど、なかなか仕事とマッチングせずに帰ってしまったが、 IT

にも強く素晴らしい人材だった。島でもワーキングホリデーの人材を活用

しており、可能性のある人材も多くいることが分かった。  

また、せとうち観光専門職短期大学があるが、今年度の入学者でも県外

から来ている方も多い。瀬戸芸等がある高松市に魅力を感じ、ここで学び

たいと来ている。３年間学習し、地元に帰らずにこのエリアで働いて、住

んでくれる人も多いので、ぜひサポートや周知、企業とのマッチングに協

力してもらえたらと思う。  
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（事務局）  

 質問があった、ワーキングホリデーの把握はできていない。今後、本人

からの申告により情報提供をする窓口のようなものを作り、仕組みを作っ

ていけば、可能かもしれない。  

（委員）  

補助金について、企業の手助けとなる良い補助金があると思ったが、本

当に必要な事業者に使われているのか、疑問に思っている。そのために

は、もっと周知をし、利用してもらい、企業がより発展していく必要があ

る。  

（事務局）  

 周知については、市での広報にはやはり限りがあるので、今回御出席い

ただいている関係団体でネットワークがある方へ協力してもらいたい。ま

た、人気のものについては、どうしても選ばざるを得ないこともあるの

で、その場合は専門家の方に採点をしていただいている。できるだけ幅広

く採択できるようしていきたい。  

 

議題（３）  その他  

 

（オブザーバー）  

 配付資料をもとに、令和６年度中小企業等支援施策についての説明  


